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これを実現する 3つの工夫 で
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oRAモデル の内部パラメー
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LoRAの重みのみから特徴を抽出する枠組みが技術的に可能に！！

内部の重み

知見➀ の組み合わせが
埋め込み表現の質を向上

・位置埋め込み
・MLPによる加重平均

実験①：推論性能に関するアブレーションテスト 実験➁：埋め込み表現と人間の類似性判断との一致度 実験③：埋め込み表現を用いたモデル検索性能

知見➁
学習時の正解としたタグの類似性が

変換画像の類似性と不一致 知見③
検索タスクにおいて

Triplet Lossによる局所的順序関係の学習
では不十分

手法名 Triplet Loss
（エラー率）

Triplet Acc
（正解率）

提案手法 0.136 0.871
MLPなし 0.147 0.856

位置情報なし 0.208 0.779
ベースライン 0.157 0.832
距離学習無し 0.418 0.545

アブレーションテストの結果

・距離学習により構造的類似性を学習

・提案手法が最も高い結果に

（統計的に有意）

二つの工夫を併用することで

各レイヤの構造情報に基づく
重要度に応じた集約が可能に

手法名 Triplet Loss Triplet Accuracy

提案手法 0.432 0.500

MLPなし 0.426 0.527

位置情報なし 0.414 0.507

ベースライン 0.408 0.569

人手でラベル付けしたTripletsに対する推論評価結果
（各手法は大規模データセットで学習）

・提案手法がほかの手法と比べて

やや劣る結果に（統計的有意差なし）

学習時の正解とした
LoRAモデルにつく

タグの類似性

実験時の正解とした
LoRAモデルの

変換特徴の類似性

・全体的に低精度

変換画像をもとにしたランキング性能結果
（各手法は大規模データセットで学習）

手法名 MAP@10 nDCG@10 MRR

提案手法 0.463 0.850 0.581

MLPなし 0.442 0.850 0.517

位置情報なし 0.429 0.868 0.508

ベースライン 0.434 0.847 0.490

・nDCG@10以外で

提案手法が最も高い精度（統計的有意差なし）

・どの指標において手法間で大きな差なし

三つ組の相対的な類似性を
学習するTriplet Lossは

全体的な順序の最適化が不十分
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工夫③ Triplet Net型のTransformer Encoderによる距離学習
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仮定相対的な特徴の学習 LoRA同士の類似性は絶対的ではなく相対的
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